
【 大 会 主 題 】
変化する社会の中で主体的に活動する子どもの育成

～指導と評価の一体化に基づく分かりやすい授業づくり～

参加費
５００円

幼稚園・小学校・中学校・高等学校・
特別支援学校等の教職員、保育園の職
員、障害のある子を持つ保護者やご家
族、そのほか特別支援教育に従事また
は関心のある皆さま

特別支援教育士
スーパーバイザー

開催趣旨 対象

第５３回

沖縄県特別支援教育研究会沖縄県特別支援教育研究会

研究大会研究大会
開催日時

令和７年１２月１２日（金）

９:30-16:45

令和７年１２月１２日（金）
９:30-16:45

場所：沖縄県立美咲特別支援学校場所：沖縄県立美咲特別支援学校

主催

後援

記 念 講 演 　講　師

後 野　文 雄 氏

「医療科学・教育、両面からのアプローチ」
～児童生徒の理解と具体的な指導・支援について～

「令和の日本型学校教育」では、すべての子どもの可
能性を引き出すために、「個別最適な学び」と「協働
的な学び」の充実が求められています。これを実現す
るためには、ICTの活用が不可欠であり、児童生徒の興
味や発達段階に応じた指導と評価の一体化が重要とな
っています。
　本大会では、「変化する社会の中で主体的に活動す
る子どもの育成」を主題に、分かりやすく連続性のあ
る授業づくりを目指し、特別支援教育の専門性を高め
ていきたい。また、各分科会において県内各地からの
実践報告や協議を深めることを通して互いに研鑽を深
め、本県における特別支援教育の更なる発展・充実を
目指していきたいと考えています。

沖縄県特別支援教育研究会

沖縄県教育委員会
沖縄市教育委員会
うるま市教育委員会
沖縄県小・中学校特別支援学級・
通級指導教室設置校校長会

沖縄県特別支援学校校長会
沖縄県特別支援学校PTA協議会



時間 9:30~ 9:55～10:50 10:50～12:45 13:00～14:50 15:00～16:45

散会

日程 受付 公開授業
昼食休憩
教材見学

開会行事・記念講演 分科会

１ 各教科の指導（小学校段階） 各学年の学びの連続性と系統的な学習内容による教科別の指導の在り方

２ 各教科の指導（中学校・高等学校段階） 各学校間の学びの接続を意識した教科別の指導の在り方

３
各教科等を合わせた指導/
特別の教科道徳・特別活動・
総合的な学習（探求）の時間

生活年齢に応じた生活に必要な生きる力の育成を目指した各教科等を合わせ
た指導/
社会生活で必要な基礎的な部分の定着及び個性の充実を目指す授業づくり

４ キャリア教育・進路指導 義務教育段階からの一貫したキャリア教育の充実

５ 自立活動 一人ひとりの教育的ニーズに応じた知的障害児に必要な自利活動の指導

６ 交流及び共同学習 共生社会の実現に向けた交流及び共同学習

７ 特別支援学級における就学支援 校内就学支援委員会の充実ー学びの場の見直し、柔軟な対応の在り方ー

申込 〆切
１１月２１日

（金）

下記リンクまたは二次元コードよりお申し込みください。
　　　https://forms.office.com/r/KceSacT8PR　

http://www.okitokuken-as.open.ed.jp

098-938-1037令和７年度　沖縄県特別支援教育研究会
事務局長：山田義一　会計：嘉手納貴弘
庶務：宮城雅貴　　　情報：西萌子

沖特研とは？

 沖縄県特別支援教育研究会（沖特研）は、特別な教育的支援を必要とする知的障害のある幼児・児
童・生徒の教育の発展と、実践研究の推進に寄与することを目的とし、昭和40年6月に「沖縄県特殊
教育研究会」として設立されました。平成14年度に会の名称を「沖縄県特別支援教育研究会」に変
更し、令和７年現在では沖縄本島と宮古・八重山地方などの離島地域を含め、知的障害特別支援学
級を設置する小・中学校6支部（地区の研究会を含む）と特別支援学校（高等支援学校を含む）14支
部で組織されています。
　沖特研の会員は、沖縄県内の知的障害学級を担当するすべての教員です。また上部組織として、
九州地区特別支援教育研究連盟・全日本特別支援教育研究連盟があります。

スケジュール ※昼食は各自でご用意ください。

分科会とテーマ

申し込み

お問い合わせ 沖縄市美里４丁目18-1 okitokuken@as.open.ed.jp

098-938-7700

※分科会は第3希望まで取らせていただきます。
　参加申し込み人数次第ではご希望に添えない場合がありますことご了承ください。
※駐車場台数に限りがありますので、できるだけ. 公共交通機関をご利用ください。

　研究大会では、下記の７つの分科会において、小中特別支援学級・特別支援学校より実践事例を持ち
寄ります。また、分科会ごとのテーマに沿った研究協議が行われ、専門家による指導助言を受けます。


